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ー
ー
発
生
過
程
よ
り
の
考
察
ー
—

語
を
提
示
し
て
、
そ
の
概
念
に
叙
述
又
は
陳
述
性
を
付
与
し
、
こ
れ
を
述

語
化
す
る
文
構
成
上
の
手
法
を
こ
こ
で
は
仮
に
指
定
表
現
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。
そ
れ
が
語
法
上
、
一
般
に
文
語
の
「
な
り
」
及
び
「
た
り
」
の
二
つ
の

助
動
詞
を
上
の
体
言
、
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
語
に
接
続
さ
せ
、
あ
る
い
は
同

種
の
活
用
語
尾
を
備
へ
た
所
謂
形
容
動
詞
を
形
成
す
る
事
等
を
指
し
て
ゐ
る

の
は
周
知
の
所
で
あ
る
。

右
の
様
な
助
動
詞
・
形
容
動
詞
が
文
法
家
に
よ
っ
て
時
に
説
明
存
在
詞

（
山
田
孝
雄
博
士
）
・
不
完
全
動
詞
（
訟
尾
捨
次
郎
博
士
）
・
従
動
詞
（
循

田
浄
氏
）
等
と
称
ば
れ
た
こ
と
は
と
も
か
く
、
新
し
く
は
時
技
誠
記
博
士
の

'̀‘ 榔
に
、
従
来
「
な
り
」
・
「
た
り
」
の
中
止
形
・
副
詞
形
又
は
格
助
詞
・
接
続

助
詞
と
云
ほ
れ
た
来
た
っ
た
「
に
」
及
び
「
と
」
（
い
づ
れ
も
連
用
形
の
み
）
、

更
に
は
格
助
詞
の
一
つ
で
あ
る
「
の
」
（
連
用
、
連
体
形
の
み
）
を
特
に
独

立
し
た
指
定
の
助
動
詞
と
し
て
掲
げ
、
又
別
に
同
じ
指
定
の
助
動
詞
「
あ

り
」
を
設
け
て
、
指
定
辞
を
広
く
、
か
つ
分
析
的
に
取
り
扱
ほ
れ
た
例
も
あ

る
。
然
と
」
の
様
に
「
に
」
・
「
と
」
・
「
の
」
の
1
1

―
つ
の
指
定
の
助
動
詞

を
立
て
る
こ
と
に
は
猶
種
々
な
る
論
が
存
す
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
、
博
士

指

定

表

現

の

様

式

も
既
に
触
れ
て
ゐ
ら
れ
る
通
り
、
こ
れ
で
は
時
や
場
所
を
示
す
助
詞
と
の
区

2
 

別
が
多
少
曖
昧
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
ふ
懸
念
も
あ
る
。
さ
う
な
る
と
、

や
は
り
指
定
辞
の
本
態
は
従
来
通
り
「
な
り
」
・
「
た
り
」
と
し
て
お
く
の

が
穏
当
で
は
な
か
ら
う
か
。
殊
に
こ
れ
等
の
語
が
．
助
動
詞
乃
至
形
容
動
詞
の

い
づ
れ
に
も
完
結
し
た
形
、
即
ち
終
止
形
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
お
い
て
有

意
義
な
も
の
に
屈
は
れ
る
し
、
原
始
的
な
指
定
表
現
の
特
色
は
そ
の
様
な
単

純
な
完
結
し
た
形
の
断
定
に
お
い
て
比
較
す
る
こ
と
が
便
利
で
あ
り
、
又
さ

う
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
論
を
進
め
な
が
ら
逐
次
解

明
し
て
行
け
る
事
と
思
ふ
。

さ
て
上
代
の
記
紀
の
歌
謡
に
例
を
と
れ
ば
、
＂

我
が
心
浦
洲
の
鳥
ぞ
（
宇
良
須
能
登
理
叙
）
（
神
代
記
）

神
寿
ぎ
寿
ぎ
狂
ほ
し
献
り
来
し
酒
ぞ
（
庶
都
理
許
斯
美
妓
叙
）
（
神
功

記）

と
云
ふ
が
如
き
、
係
助
詞
「
ぞ
」
を
以
て
終
助
詞
的
に
指
定
辞
と
し
た
型
が

か
な
り
多
い
の
で
あ
る
。
末
だ
「
た
り
」
は
形
成
さ
れ
て
ゐ
な
い
時
代
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
ぞ
」
に
は
、
．

我
が
背
子
が
来
べ
き
宵
な
り
（
勾
倍
択
予
臀
奈
利
）
（
允
恭
紀
）

の
様
な
所
謂
指
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
（
終
止
形
）
が
対
応
す
る
。
こ
の
様

春

日

和

男
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な
「
ぞ
」
と
「
な
り
」
の
使
用
数
値
ほ
記
紀
歌
謡
の
湯
合
七
対
一
（
以
下

重
複
歌
は
記
の
み
を
と
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当
時
の
指
定
表
現
が
「
ぞ
」
に

よ
っ
て
有
力
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

周
知
の
如
く
、
指
定
辞
「
な
り
」
は
格
助
詞
「
に
」
と
存
在
詞
「
あ
り
」

の
融
合
し
た
型
で
あ
っ
て
、
当
初
は
場
所
に
お
け
る
存
在
を
意
昧
し
、
そ
れ

か
ら
存
在
の
様
態
を
意
味
す
る
状
態
指
定
が
派
生
し
、
こ
れ
が
更
に
形
式
化

し
て
、
広
く
感
覚
的
判
断
に
基
づ
く
指
定
の
意
義
を
と
る
に
至
っ
た
も
の
と

思
は
れ
る
が
、
こ
4
に
お
け
る
「
宵
な
り
」
の
如
き
終
止
形
の
純
粋
な
指
定

の
型
が
語
形
成
上
か
ら
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
か
、
姑
く
記

紀
の
歌
謡
に
お
け
る
用
例
に
つ
い
て
数
値
を
以
つ
て
考
祭
し
て
見
よ
う
。

右の表において「にあり」の活用形ほ

今こそは我鳥にあらめ（和抒理涵阿良米）後は汝烏にあらむ

を（那抒理獨阿良牟遠）（神代）

として未然形i-、いづれも指定。一松人にありせば（比登遡阿理勢婆）（景行記）
の連用形一、指定。

大家子が腹にある（波良渥阿流）肝向ふ心をだにか（仁徳記）

の連体形一、存在で、計四例なるに対し、「なり」の活用形は

な に
あ

り り

定指！ 存在 定指 存在 晨
o I 4 2 0 末；

4 2 然

o I o 1 I。連

゜
l 用

1 I o o I o 終
1 

゜
止

a l s 0 j 1 連
3 1 体

o I o o I o 己

゜ ゜
然

o I o o I o 
A "" 

゜゜
令

1 I 7 s I 1 
8 4 計

こ
の
御
酒
は
吾
が
御
酒
な
ら
ず
（
和
賀
芙
妓
那
良
受
）
（
神
功
記
）

琴
頭
に
来
ゐ
る
影
媛
玉
な
ら
ば
（
柁
摩
難
羅
磨
）
（
武
烈
紀
）

蘇
我
の
子
ら
ほ
馬
な
ら
ば
（
宇
摩
奈
羅
底
）
東
国
の
駒
太
刀
な
ら
ば

（
多
智
奈
羅
塵
）
呉
の
真
刀
（
推
古
杞
）

以
上
末
然
形
四
、
指
定
。

終
止
形
一
、
指
定
。
（
前
掲
「
宵
な
り
」
）

尾
津
の
埼
な
る
（
哀
蔀
能
佐
妓
那
流
）
一
松
（
景
行
記
）

御
諸
の
そ
の
高
城
な
る
（
曾
能
多
迦
紀
那
流
）
大
琢
子
が
腹
（
仁
徊
記
）

忍
海
の
此
の
高
城
な
る
（
宮
能
陀
荀
紀
難
限
）
角
刺
の
宮
（
清
寧
紀
）

以
上
連
体
形
三
、
存
在
。
計
八
例
と
な
る
。

存
在
及
び
指
定
の
意
義
が
明
瞭
で
あ
る
事
は
幸
ひ
で
あ
る
が
、
結
局
融
合

形
「
な
り
」
の
方
が
用
例
が
多
く
、
指
定
に
変
化
し
て
ゐ
る
の
は
末
然
形
及

び
終
止
形
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
但
し
右
の
様
な
小
さ
な
数
値
を
以
て
断
定

す
る
こ
と
は
や
と
危
険
で
あ
る
か
ら
、
万
葉
集
の
仮
名
書
き
例
に
お
け
る
数

）
 
3
 
値
を
次
表
に
示
し
傍
証
と
す
る
。

形式上は連体形の「なる」が頻度の高さがら最も早く形成され

たであらうが、意味が指定に最も純粋に変化したのは何と云つて

も終止形を第一としなければならぬやうである。

な に
あ

り り

指定 存在 指定 存在
意
義

4 I 2 9 j 3 末
6 12 然

1 1 。Iz 連
2 2 用

6 0 0 0 終

6 

゜
止

a I 21 。Ii 連
一1 1 体

7 I 1 5 I 1 己
8 6 然

o I o 。1。魯
゜゜1s 4I 3 25 14 2I 1 7 計
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3) 2) 
t

)

 

姿

"
1

後
世
漠
文
に
お
け
る
語
末
助
字
「
也
」
に
調
と
し
て
指
定
の
「
た
り
」
の

終
止
形
が
固
瘤
し
、
そ
の
先
康
的
現
象
が
願
経
四
分
律
古
点
や
、
金
剛
般
若

経
贅
述
巻
下
嘉
祥
四
年
点
等
と
い
ふ
初
期
点
本
の
中
に
「
大
」
字
（
「
也
」

の
略
体
で
ナ
リ
と
訓
む
）
の
記
号
に
よ
っ
て
出
て
来
る
こ
と
な
ど
、
蓋
し
偶

然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
指
定
表
況
に
お
け
る
格
助
詞
「
ぞ
」
の
終
助
詞
的
用
法
と
「
な
り
」

の
終
止
形
と
が
相
対
応
し
、
比
較
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
、
及
び
「
な
り
」

の
活
用
形
の
中
で
終
止
形
が
最
も
指
定
性
に
綿
粋
で
あ
る
事
の
二
つ
の
理
由

か
ら
、
以
後
の
考
察
も
主
と
し
て
終
止
形
を
中
心
に
し
て
行
ふ
も
の
で
あ
る
。

古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文
法
単
元
一
八
・
ニ

0

時
枝
誠
記
著

こ
二
参
照

同

H
本
文
法
文
語
舘
八
五
ぺ
以
下
参
照

同
日
本
文
法
文
語
篇
八
八
ぺ
参
照

拇
稿
動
詞
「
あ
り
」
が
融
合
す
る
動
概
（
文
学
論
輯
二
七
ぺ
第

一
表
）
参
照

上
代
に
お
け
る
指
定
表
蜆
の
基
本
型
は
係
助
詞
「
ぞ
」
及
び
助
動
詞
「
な

り
」
に
よ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
ら
う
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

他
に
恐
ら
く
更
に
原
始
的
な
表
現
法
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

例
へ
ば
倭
は
国
の
ま
ほ
ろ
ば
た
た
な
づ
く
青
垣
（
山
）
。
（
久
爾
能
麻
本
呂
婆
多

、
べ
那
豆
久
阿
哀
加
妓
）
（
夜
麻
）
（
景
行
記
）

纏
向
の
日
代
の
宮
は
朝
日
の
日
照
る
宮
、
夕
日
の
日
陰
る
宮
。
…
・
（
阿

佐
比
能
比
伝
流
芙
夜
由
布
比
能
比
賀
気
流
美
夜

．．．． 
）
（
雄
略
記
）

我
が
見
が
欲
し
国
は
葛
城
高
宮
、
吾
家
の
あ
た
り
。
（
迦
豆
良
紀
多
迦

美
夜
和
芸
弊
能
阿
多
理
）
（
仁
徳
記
）

真
縣
我
よ
縣
我
の
子
ら
は
馬
な
ら
ば
東
国
の
駒
、
（
讐
武
伽
餌
古
摩
）

太
刀
な
ら
ば
呉
の
真
刀
。
（
勾
礼
能
摩
差
比
）
（
推
古
紀
）

等
の
如
く
、
全
然
指
定
昨
を
省
い
て
、
陳
述
の
形
式
が
な
い
例
を
見
る
。
山

田
博
士
が
省
略
述
法
の
一
と
し
て
「
賓
語
に
て
終
止
と
な
れ
る
も
の
。
（
体
言

の
み
に
て
の
終
止
）
」
と
い
ふ
項
目
を
設
け
ら
れ
た
も
の
に
当
た
る
。
体
言

の
下
に
来
る
時
枝
博
士
の
所
謂
零
記
号
の
陳
述
で
あ
る
。
万
葉
集
以
後
の
歌

謡
等
に
比
較
し
て
記
紀
の
歌
謡
で
は
そ
の
用
例
が
多
い
や
う
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
単
な
る
歌
謡
の
制
約
と
か
、
省
略
法
に
基
づ
く
在
り
方
と
見
な
し
て
よ

い
で
あ
ら
う
か
。

山
田
博
士
が
日
本
文
法
論
で
右
を
説
明
し
て
、
「
必
ず
其
の
句
中
に
係
助

詞
の
存
在
す
べ
き
な
り
。
」
(
―
二
八
四
ぺ
）
と
述
べ
て
ゐ
ら
れ
る
様
に
、
こ

れ
は
一
種
の
係
り
結
び
の
表
現
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
様
な

指
定
表
現
を
万
葉
集
に
ニ
―
1

一
拾
つ
て
見
る
と

そ
こ
し
恨
め
し
秋
山
吾
は
。
（
秋
山
吾
者
）
一
、
一
六

三
諸
ほ
人
の
守
る
山
。

．．．． 
（
人
之
守
山
：
：
）
―
-
―
-
、
―
-
三
ニ
ニ

蜻
島
倭
の
国
は
神
が
ら
と
言
挙
げ
せ
ぬ
国
。
（
言
挙
不
為
国
）
―
―
―
-
、
111

二
五
一
11

角
島
の
瀬
戸
の
若
藻
は
人
の
む
た
荒
か
り
し
か
と
吾
が
む
た
は
に
ぎ

翌
（
吾
共
者
和
海
藻
）
一
六
、
三
八
七
一

の
如
き
比
較
的
古
い
部
分
に
こ
の
姿
を
見
る
。
然
し
後
世
の
和
歌
に
も

お
の
づ
か
ら
音
す
る
も
の
は
庭
の
お
心
に
木
の
葉
吹
き
巻
く
谷
の
夕
風

（
新
古
今
巻
六
冬
）
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こ
れ
や
こ
の
ゆ
く
も
か
へ
る
も
わ
か
れ
つ
4

し
る
も
し
ら
ぬ
も
逢
阪
の

関
（
後
撰
巻
十
五
雑
）

の
様
な
例
が
塵
々
見
ら
れ
る
し
、
歌
は
か
り
で
な
く
、
枕
草
紙
等
の
所
謂

「
も
の
は
づ
く
じ
」
の
表
現
に
は
頻
り
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
余
り
に

も
有
名
で
あ
る
。

春
は
あ
け
ぼ
の
。
：
・
・
夏
は
夜
。
・
・
・
・
秋
は
夕
暮
。

．．．． 
冬
は
つ
と
め

てす
さ
ま
じ
き
も
の
昼
ほ
ゆ
る
犬
。
春
の
網
代
。
一
二
四
月
の
紅
梅
の

衣。

．．．． 

の
如
き
で
、
後
の
文
は
係
助
詞
が
省
略
さ
れ
た
最
も
簡
潔
な
形
で
あ
る
。

こ
の
様
な
指
定
す
べ
き
藝
―
]
を
併
立
さ
せ
る
場
合
に
、
陳
述
辞
を
付
け
な
い

の
は
、
既
に
記
紀
の
歌
謡
の
一
部
に
祖
似
し
た
も
の
が
あ
っ
て
、
面
白
い
と

思
ふ
。そ
も
／
＼
こ
の
様
な
陳
述
辞
の
無
い
形
は
語
法
上
の
親
念
に
立
て
ば
や
A

変
態
で
あ
ら
う
が
、
我
々
の
言
語
活
動
に
支
隙
を
来
た
し
た
り
、
餡
解
を
招

く
こ
と
は
比
較
的
少
い
。
小
児
の
言
語
が
屡
々
こ
の
椋
な
塁
に
属
す
る
も

の
の
あ
る
こ
と
等
を
考
へ
れ
ば
、
原
始
的
な
指
定
表
硯
と
し
て
の
可
能
性
が

多
分
に
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
即
ち
ィ
ェ
ス
ペ
凡
セ
ソ
の
所
謂

S
e
m
i
,
 

）
 
2
 

articulate 
s
e
n
t
e
n
c
e
乃
至

A
m
o
p
h
o
r
u
s
,
 
s
e
n
t
e
n
c
e

の
一
種
に
似

た
原
始
的
な
文
を
想
像
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。

こ
の
様
な
傾
向
が
漢
文
訓
読
の
場
合
に
も
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。
「
日
（
ハ
）

こ
と
い
ふ
副
詞
が
先
行
し
て
―
つ
の
対
話
（
文
）
を
提
示
し
た
際
、
そ
の

後
に
来
る
呼
応
で
あ
る
。
正
統
の
漠
文
訓
読
に
お
い
て
は
そ
の
場
合
「
某
ノ

日
ク
：
・
・
ト
イ
フ
。
」
と
後
に
「
ト
イ
フ
」
を
補
読
す
る
の
が
習
慣
で
あ
る
。

国
文
に
も
こ
れ
が
反
映
し
て
ゐ
て
、
例
へ
ば

古
ゆ
言
ひ
継
ぎ
来
ら
く
（
言
読
来
口
）
「
恋
す
れ
ば
安
か
ら
ぬ
物
」
と
玉

緒
の
継
ぎ
て
ほ
云
へ
ど
・
・
:
（
登
継
而
者
雖
云
）
：
・
・
一

111'!1三
五
五

舵
取
ま
た
い
は
く
「
幣
に
は
み
心
の
い
か
ね
ば
；
：
う
れ
し
と
思
ひ
た

ぶ
べ
き
物
た
い
ま
つ
り
た
べ
」
と
い
ふ
。
（
定
家
本
土
佐
日
記
二
月
五
日
）

等
に
は
そ
の
面
影
を
髪
髯
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
「
イ
（
ク
」
及
び
「
ト

イ
プ
」
と
い
ふ
類
似
の
語
が
重
な
る
為
に
後
の
「
イ
プ
」
が
省
略
さ
れ
て

「
卜
」
の
み
で
間
に
合
は
せ
る
の
が
今
日
一
般
の
呼
応
で
あ
る
。
万
葉
集
で

も
既
に玉
梓
の
道
来
る
人
の
伝
言
に
吾
に
諮
ら
く
（
語
良
久
）
「
は
し
き
よ
し

．．．． 
逝
れ
水
の
留
め
か
ね
き
」
と
（
常
）
。
一
九
、
四
ニ
―
四

と
あ
る
。
更
に
「
ト
イ
フ
」
全
部
を
脱
落
さ
せ
た
訓
法
も
か
な
り
古
く
か
ら

あ
っ
た
様
で
あ
る
。

梅
の
花
夢
に
語
ら
く
（
加
多
良
久
）
「
み
や
び
た
る
花
と
我
も
ふ
酒
に

浮
か
べ
こ
そ
」
五
、
八
五
二

道
来
る
人
の

．．．． 
我
に
語
ら
く
（
語
久
）
「
何
し
か
も
・
・
・
・
手
火
の
光

ぞ
こ
4

だ
照
り
た
る
」
二
、
ニ
―

110

こ
れ
ら
は
「
語
ラ
ク
」
の
呼
応
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
「
ト
イ
フ
」
を
欠
如
す

れ
ば
文
章
と
し
て
は
不
完
全
な
形
と
な
る
。
こ
れ
に
は
「
イ
ハ
ク
」
以
下
の
対

括
文
が
一
応
完
結
し
た
形
で
与
へ
ら
れ
る
為
の
眩
惑
が
手
伝
つ
て
ゐ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
然
し
更
に
考
へ
れ
ば
、
ク
語
法
の
「
語
ラ
ク
」
・
「
イ
〈
ク
」

が
本
来
、
体
言
相
当
格
で
あ
る
為
、
こ
れ
が
主
格
的
な
地
位
に
立
つ
と
い
ふ
一

種
の
錯
覚
が
起
き
て
、
「
語
る
こ
と
は

．．．． 
」
・
「
云
ふ
こ
と
は
：
：
」
の
如

き
形
に
見
て
し
ま
ふ
の
で
あ
ら
う
。
松
下
大
三
郎
博
士
の
所
謂
「
内
包
的
主

＇̀‘ 3
 

格
」
と
な
っ
た
「
イ
〈
ク
」
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
「
イ
（
ク
」
以
下
の
対
話
文
全

体
も
又
―
つ
の
体
言
相
当
格
の
述
部
と
考
へ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
陳
述
辞

.68 
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は
無
く
て
も
意
味
伝
達
上
さ
し
た
る
支
障
が
起
こ
、
つ
て
ゐ
な
い
訳
に
な
る
の

で
あ
ら
う
。
国
文
詠
に
お
け
る
こ
の
様
な
「
イ
ハ
ク
」
の
呼
応
は
、
既
に
見

た
如
く
奈
良
朝
末
ま
で
に
は
種
々
変
貌
し
た
の
で
あ
る
が
、
浮
、
安
朝
初
期
の

訓
点
資
料
で
は
比
較
的
正
し
く
保
持
さ
れ
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。

次
に
陳
述
辞
を
全
く
欠
如
し
た
指
定
表
現
が
原
始
的
な
一
様
式
で
あ
る
こ

と
を
承
認
す
る
手
段
と
し
て
、
係
助
詞
「
ぞ
」
の
終
助
詞
的
用
法
に
つ
い
て

そ
の
性
格
を
考
へ
て
見
よ
う
。
一
体
助
詞
の
「
ぞ
」
に
関
し
て
は
「
あ
ゆ
ひ

抄
」
が凡
そ
「
ぞ
」
は
「
そ
れ
」

．．．． 
を
つ
ゞ
め
た
る
あ
ゆ
ひ
な
り
。
是
を
も

と
と
し
て
見
る
に
み
な
事
物
を
一
す
ぢ
に
さ
し
定
め
て
い
ふ
詞
也
。
た
と

へ
ば
石
と
玉
と
を
人
の
も
た
る
を
ま
じ
へ
置
な
が
ら
「
そ
れ
ぞ
玉
よ
」
と

を
し
ふ
る
也
。

と
い
つ
て
ゐ
る
の
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
指
示
代
名
詞
か
ら
起
こ
っ
て
ゐ
る

こ
と
に
異
論
は
な
い
は
づ
で
あ
る
。
「
そ
」
と
は
中
称
の
代
名
詞
、
佐
久
間
鼎

博
士
の
所
謂
「
話
し
相
手
の
手
の
と
ゞ
＜
範
囲
に
あ
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
聞

手
を
主
体
と
し
た
表
現
、
即
ち
相
手
の
注
意
を
喚
起
し
つ
4
述
べ
る
表
現
」
で

あ
る
。
そ
れ
故
「
ぞ
」
そ
の
も
の
が
指
定
又
は
陳
述
に
関
与
す
る
の
は
第
二

義
的
な
在
り
方
で
あ
る
。
「
そ
れ
よ
」
と
い
ふ
や
う
な
実
物
を
指
示
し
な
が

ら
聞
手
を
意
職
し
て
表
現
し
て
ゐ
る
姿
、
即
ち
身
振
り
表
現
の
加
は
っ
た
原

始
的
言
語
活
動
の
一
部
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
「
強
め
」
と
い
ふ
様
な
意
裳
の

生
ず
る
根
源
で
も
あ
ら
う
が
、
と
も
あ
れ
こ
の
様
な
辞
が
体
言
に
後
続
し
て

陳
述
性
を
付
与
し
、
指
定
表
現
を
形
成
す
る
事
自
体
が
、
そ
の
以
前
に
お
い

て
陳
述
辞
を
欠
如
し
た
表
現
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ

る
。
勿
論
「
こ
の
御
酒
は
…
御
酒
ぞ
」
と
い
ふ
様
な
「
ぞ
」
の
用
例
ほ
純

粋
に
指
定
表
現
と
な
っ
て
ゐ
る
。
時
枝
博
士
の
一
本
は
れ
る
指
定
の
助
動
詞

5) 4) 3) 
註
2) 1) 

「
に
」
・
「
と
」
・
「
の
」
の
如
き
は
、
か
へ
つ
て
こ
の
様
な
陳
述
辞
の
な

い
指
定
、
又
は
「
ぞ
」
の
付
加
さ
れ
た
完
結
し
た
指
定
表
現
（
終
止
的
用
法
）

に
お
い
て
こ
そ
対
応
す
べ
き
連
用
・
連
体
形
と
見
ら
れ
な
い
だ
ら
う
か
。

以
上
上
代
の
指
定
表
現
と
し
て
は
発
生
順
に
三
つ
の
様
式
が
考
へ
ら
れ

る。
一
、
陳
述
辞
を
全
然
欠
く
指
定
。

二
、
係
助
詞
「
ぞ
」
を
終
助
詞
的
に
用
ゐ
て
陳
述
辞
と
す
る
指
定
。

三
、
「
な
り
」
（
時
に
「
に
あ
り
」
）
を
以
て
陳
述
辞
と
す
る
指
定
。

山
田
孝
雄
著
日
本
文
法
論
ご
一
八
―
―
―
ぺ
以
下
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（
終
止
形
）
を
比
較

指
定
表
現
に
お
け
る
陳
述
辞
「
ぞ
」
及
び
「
な
り
」

し
て
お
か
う
6

記
紀
歌
謡
に
お
け
る
指
定
表
現
に
「
ぞ
」
が
多
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
所

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
「
な
り
」
の
発
生
が
「
ぞ
」
よ
り
も
後
れ
て
ゐ

る
証
拠
で
あ
ら
う
。
若
し
「
に
あ
り
」
の
融
合
が
こ
の
当
時
に
お
い
て
、
終

止
形
は
も
と
よ
り
、
各
活
用
形
に
わ
た
っ
て
熟
し
て
ゐ
た
と
し
た
な
ら
ば
、

こ
れ
程
便
利
な
指
定
表
現
は
な
い
は
づ
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
使
用
頻
度
に

お
い
て
「
ぞ
」
を
凌
駕
し
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
。

万
葉
集
の
用
例
で
も
こ
の
傾
向
は
大
体
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
体

言
指
定
の
場
合
に
例
を
と
れ
ば
、
「
た
り
」
は
大
凡
十
七
例
な
る
に
対
し
、

「
ぞ
」
は
五
十
八
例
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
「
身
」
と
い
ふ
同
一
体
＝
言

と
指
定
し
た
。

ト
部
す
ゑ
亀
も
な
焼
き
そ
恋
ひ
し
く
に
痛
き
我
が
身
ぞ
・
・
・
・
（
痛
吾
身

曾
：
：
）
一
六
、
1

デ
八
―
―

空
輝
は
数
な
き
身
な
り
（
加
受
奈
起
身
奈
利
）
山
川
の
さ
や
け
き
見
つ

つ
道
を
尋
ね
な
二

0
、
四
四
六
八

の
二
例
は
一
っ
は
主
語
が
省
略
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
殆
ど
そ
の
用
法
は
等
し
い

と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
但
し
「
ぞ
」
は
飽
く
ま
で
も
係
助
詞
で
あ
っ
て
、

陳
述
辞
「
な
り
」
に
ま
で
勢
力
を
及
ぼ
し
て
こ
れ
を
支
配
し
得
る
点
、
広
義
の

副
助
詞
、
又
は
限
定
を
表
は
す
助
詞
と
一
本
は
れ
て
ゐ
る
所
以
で
あ
っ
て
、
は

る
か
に
主
親
的
色
彩
の
濃
い
表
現
で
あ
る
。
万
葉
集
で
は
連
体
形
「
な
る
」

ほ
形
容
動
詞
以
外
は
場
所
に
関
係
の
あ
る
体
言
を
承
接
し
て
、
殆
ど
存
在
の

意
義
に
近
い
為

倭
に
は
嗚
き
て
か
来
ら
む
呼
児
烏
の
象
の
中
山
呼
び
ぞ
越
ゆ
な
る
（
呼

曾
越
奈
流
）
一
、
七

0

の
如
き
所
謂
推
定
・
伝
悶
の
「
な
り
」
の
例
し
か
出
て
来
な
い
が
、
や
ほ

り
「
ぞ
」
が
「
な
り
」
を
支
配
し
た
例
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
猶
こ
の
積

「
な
り
」
に
つ
い
て
は
、
更
に
後
に
述
べ
る
事
と
す
る
。

万
葉
集
の
用
例
に
見
る
「
ぞ
」
と
「
な
り
」
の
位
相
上
の
相
違
は

谷
膜
の
さ
渡
る
極
み
開
し
を
す
国
の
ま
ほ
ら
ぞ
：
・
・
（
久
爾
能
麻
保
良

叙
：

．．
 
）
五
、
八

0
0

天
皇
が
う
づ
の
御
手
以
ち
掻
き
撫
で
ぞ
ね
ぎ
給
ふ
打
撫
で
ぞ
ね
ぎ
給
ふ

帰
り
来
む
日
相
飲
ま
む
洞
ぞ
（
相
飲
酒
曾
）
こ
の
豊
御
酒
は
六
、
九
七
一
―
―

の
様
な
対
人
関
係
の
濃
厚
な
歌
、
叉
は
天
皇
の
御
歌
の
中
で
命
令
又
は
希
望

の
前
提
に
用
ゐ
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
既
述
の
如
く
、
「
ぞ
」
の
成

立
事
情
が
所
謂
中
称
の
指
示
代
名
詞
か
ら
起
こ
り
、
常
に
聞
手
を
意
識
し
た

表
現
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
な
り
」
は
自
己
に
お
け
る
認

殿
経
験
、
あ
る
い
は
感
覚
内
容
を
そ
の
ま
4
に
表
現
し
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の

点
で
客
観
的
表
現
で
あ
り
、
「
ぞ
」
の
様
な
顕
著
な
特
色
が
現
れ
な
い
の
は

当
然
で
あ
ら
う
。

同
様
の
事
が
続
紀
宣
命
に
つ
い
て
も
考
へ
ら
れ
る
。
こ
4

で
は
「
ぞ
」
十

例
に
対
し
、
「
な
り
」
は
七
例
（
「
に
あ
り
」
は
二
十
二
例
）
で
、
「
ぞ
」

の
多
く
が

本
由
利
行
来
班
事
曾
上
詔
微
…
•
（
七
）

神
逹
翌
去
一
宝
興
利
離
き
↑
触
物
曾
止
寮
毛
人
更
吟
K

在
（
三
八
）

「
救
る
」
・
「
念
ふ
」
等
の
動
作
に
連
な
り
、
や
は
り
対
話
的
色
彩
が
強

、。し
こ
の
様
な
「
ぞ
」
・
「
な
り
」
が
平
安
朝
の
草
仮
名
文
献
で
は
数
値
の
関

係
が
逆
転
す
る
こ
と
も
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
例
へ
ば
古
今
集
で
は
歌
謡
に

70 
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秋
の
夜
も
名
の
み
な
り
け
り
あ
ふ
と
い
へ
ば
こ
と
ぞ
と
も
な
く
明
け
ぬ

る
物
を
（
巻
十
三
恋
）

の
様
な
「
ぞ
」
七
例
に
対
し

あ
さ
あ
け
に
み
べ
き
君
と
し
た
の
ま
ね
ば
思
ひ
立
ち
ぬ
る
草
枕
な
り

（
巻
八
離
別
）

の
様
な
「
な
り
」
の
例
が
十
二
例
に
達
し
て
ゐ
る
。
一
体
歌
調
の
整
っ
た
歌

謡
と
い
ふ
制
約
の
中
に
お
か
れ
る
と
、
こ
の
様
な
結
果
は
多
少
な
り
と
も
歪

め
ら
れ
勝
ち
で
は
あ
る
が
、
同
様
な
条
件
に
あ
る
万
集
集
の
場
合
と
比
絞
し

て
も
こ
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
様
に
上
中
古
の
指
定
表
現
は
「
ぞ
」
か
ら

「
な
り
」
に
移
行
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
物
語
等
で
は
特
に
地
の
文
に
お
い

て
発
逹
し
、
対
話
文
で
は
使
用
度
が
相
仙
仲
し
て
ゐ
る
の
が
実
状
で
あ
る
。

語
末
助
字
の
「
也
」
の
訓
が
「
ナ
リ
」
と
与
へ
ら
れ
る
先
睾
に
つ
い
て
は

既
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
間
（
厳
賓
に
は
訓
で
は
な
い
。
）
に
「
ゾ
」

が
関
与
し
て
ゐ
る
こ
と
は

．
 

亜
々
志
夜
胡
志
夜
此
者
伊
能
碁
布
曾
。
（
神
武
記
）

に
対
し
て

．． 

阿
々
志
夜
胡
志
夜
者
嘲
咲
者
也
（
コ
ハ
ア
ザ
ワ
ラ
ブ
ゾ
）

が
あ
り
、
叉

．．
 

故
歌
日
阿
米
那
流
，
孜
・
・
・
・
多
迦
比
古
泥
餡
迦
微
此
曾
也
（
神
伏
記
）

の
「
曾
（
ゾ
）
」
も
下
の
「
也
」
字
に
哭
連
が
あ
る
と
思
は
れ
る
事
等
に
よ

つ
て
考
へ
ら
れ
る
事
央
で
あ
る
。
こ
の
事
は
「
ぞ
」
が
単
な
る
感
動
で
は
な

く
、
陳
述
に
関
与
し
た
証
明
に
も
な
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
様
な

「
ぞ
」
が
一
方
で
は
註
釈
語
の
枇
界
に
伝
統
的
に
残
り
、
そ
の
他
の
場
合
は

概
ね
「
な
り
」
に
統
一
さ
れ
て
定
訓
が
生
じ
て
行
っ
た
丞
第
と
考
へ
合
せ
れ

ば
更
に
意
味
深
き
を
息
は
せ
る
も
の
が
あ
ら
う
。

爪グ

に
あ
り
(22)
物
以
外
の
5
}
な
り
(
7
)

物

跡
事
1
}
ぞ
(10)

□

12}

体

言

即
ち
物
と
い
ふ
形
式
体
言
を
承
接
す
る
の
は
「
ぞ
」
が
最
も
比
率
が
高
い
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
択
定
性
か
固
定
し
て
ゐ
る
事
が
一
見
し
て
明
か
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
「
ぞ
」
が
記
紀
以
下
の
歌
謡
に
お
い
て
か
な
り
自
由
な
指
定
性

を
持
つ
て
ゐ
た
こ
と
と
考
へ
合
は
せ
る
と
不
屈
議
な
惑
を
懐
か
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
四
由
に
は
「
ぞ
」
の
歌
詞
に
お
け
る
用
例
は
歌
調
そ
の
他
の

制
約
に
よ
っ
て
敷
文
の
場
合
よ
り
も
自
由
で
あ
っ
た
、
又
「
ぞ
」
の
用
法
が

退
化
し
そ
の
本
来
の
姿
に
婦
し
た
等
が
考
へ
ら
れ
る
。
然
ら
ば
此
所
に
い
ふ

本
来
の
姿
と
は
何
で
あ
ら
う
か
。
「
ぞ
」
か
指
宗
の
代
名
詞
か
ら
坦
こ
っ
た

辞
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
か
具
象
的
な
物
体
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
然
的
に

考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
「
ぞ
」
は
動
詞
性
隷
述
を

形
式
体
言
「
物
」
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
象
的
な
形
に
変
へ
「
(
:
・
・

す
る
）
物
だ
」
と
陳
述
し
な
ほ
す
形
、
い
は
ば
動
作
陳
述
を
指
定
陳
述
（
事

物
指
定
）
に
変
換
す
る
も
の
で
あ
る
。
由
来
、
「
ぞ
」
の
多
く
が
註
釈
・
訓

物 更
に
宣
命
に
お
け
る
被
指
定
体
言
の
状
況
よ
り
「
ぞ
」
・
「
な
り
」
に
つ

い
て
用
法
上
の
相
違
を
観
緊
す
る
と
、
次
の
結
果
を
得
る
。

四

註

り

森

直

敏

下
）
参
照

倖
り
結
び
の
原
坦

（
國
語
國
文
―
―
―
―
立
号
四
べ
以
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註
語
の
世
昇
に
お
い
て
例
へ
ば

煮
之
翌
屡
函
二
笠
流
含
（
小
川
本
華
厳
経
音
義
私
記
）

以
下
の
如
く
連
体
形
を
承
接
す
る
運
命
が
こ
4

に
開
け
た
の
で
あ
ら
う
。

万
葉
に
お
い
て
も
連
体
形
承
接
の
「
ぞ
」
が
十
三
例
見
え
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
多
く
が
推
＝
直
の
助
動
詞
「
む
」
を
承
接
し
て

春
花
の
移
ろ
ふ
ま
で
に
相
見
ね
ば
月
日
よ
み
つ
つ
妹
待
つ
ら
む
ぞ
（
伊

母
庶
都
良
牟
曾
）
一
七
、
三
九
八
二

の
如
き
隈
を
示
し
、
叉

吾
が
衣
摺
れ
る
に
は
あ
ら
ず
高
訟
の
野
辺
ゆ
き
し
か
ぼ
萩
の
摺
れ
る
ぞ

（
芽
子
之
摺
類
曾
）
一

0
、
ニ
―

0
1

の
様
な
用
例
を
見
る
。

そ
れ
で
は
「
な
り
」
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
宜
命
の
用
例
で
は
「
物
」
に

必
ず
し
も
限
定
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
発
生
適
程
に
お
い
て
存
在
・
状
揺
陳

述
・
純
指
定
陳
述
と
変
化
し
て
ゐ
る
か
ら
で
も
あ
ら
う
。
万
葉
集
で
ほ
六
例

の
「
な
り
」
が
あ
る
が
、
「
物
」
を
明
か
に
指
定
し
た
例
は
僅
か
に

梅
の
花
何
時
は
折
ら
じ
と
厭
は
ね
ど
咲
き
の
盛
り
は
惜
し
ぎ
物
な
り

（
乎
忌
吉
物
奈
利
）
一
七
、
三
九

0
四

の
一
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
ぞ
」
が
「
物
」
を
指
定
し
た
例
は

物
部
の
臣
の
を
と
こ
は
大
主
の
よ
さ
し
の
ま
に
ま
開
く
と
ふ
物
ぞ
（
聞

跡
云
物
曾
）
一
1

一
、
三
六
九

以
下
六
例
見
ら
れ
る
。
従
つ
て
「
な
り
」
が
連
体
形
を
受
け
る
必
然
性
は

「
ぞ
」
よ
り
も
か
な
り
低
い
の
で
あ
る
。
言

上
代
に
お
い
て
連
体
形
承
接
の
「
な
り
」
が
殆
ど
見
当
ら
な
い
の
は
こ
の

様
な
実
状
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
様
な
「
な
り
」
の
形
は
少
く
と
も
平
安
副

以
後
の
降
っ
た
姿
に
外
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
「
な
り
」
は
「
ぞ
」
の
様
に
必

ず
し
も
わ
ざ
わ
ざ
具
象
化
し
て
陳
述
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
享
ろ

「
ぞ
」
こ
そ
連
体
形
を
承
接
し
て
陳
述
し
得
る
唯
一
の
辞
で
あ
っ
た
訳
で
あ
ら

う
。
こ
の
事
は
別
の
方
面
か
ら
再
度
後
述
す
る
の
で
あ
ら
う
。

「
ぞ
」
・
「
な
り
」
の
い
は
ば
形
式
上
に
現
れ
た
叙
上
の
差
異
を
万
葉
に

お
け
る
「
さ
か
り
（
盛
り
）
」
と
い
ふ
語
に
お
い
て
更
糀
し
よ
う
。
こ
の
語

は
時
枝
愕
士
に
よ
れ
ば
一
般
名
詞
等
と
共
に
同
じ
体
言
と
し
て
取
扱
は
れ
る

べ
き
品
詞
で
あ
る
。
然
し
本
来
状
態
的
意
味
の
強
い
動
詞
「
さ
か
る
」
の
連

用
形
か
ら
来
た
準
体
言
と
見
な
さ
れ
る
か
ら
、
具
象
的
普
通
名
詞
と
は
違

ふ
。
現
に
「
さ
か
り
な
り
」
（
形
容
動
詞
）
と
い
ふ
形
で

梅
の
花
今
盛
り
な
り
（
伊
麻
佐
可
利
奈
理
）
恩
ふ
ど
ち
か
ざ
し
に
し
て

な
今
盛
り
な
り
（
伊
麻
佐
可
莉
奈
理
）
五
、
八
二

0

以
下
十
例
（
他
に
連
体
形
一
例
）
を
数
へ
る
事
が
出
来
る
。
然
し
一
方

ほ
と
と
ぎ
す
嗚
く
羽
振
り
に
も
落
ち
に
け
り
盛
り
過
ぐ
ら
し
（
盛
過
良

志
）
諾
浪
の
花
一
九
、
四
一
九
三

乙
女
ら
が
：
•
•
よ
ち
こ
ら
と
手
た
づ
さ
は
り
追
び
け
む
時
の
盛
り
を
貿

み
か
ね
：
・
'
（
等
伎
能
佐
迦
利
乎
）
五
、
八

0
四

等
は
主
格
又
は
目
的
格
に
立
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
か
な
り
普
通
名
詞
化
し
て
も

ゐ
る
も
の
の
様
で
あ
る
。
所
が
、
こ
れ
が
「
ぞ
」
に
接
続
す
る
用
例
は
僅
が
に

春
花
の
盛
り
心
あ
ら
む
と
待
た
し
け
む
時
の
盛
り
ぞ
：
・
・
（
等
吉
能
沙

加
利
曾

．．．． 
）
一
八
、
四
一

0
六

の
一
例
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
大
伴
家
持
の
新
し
い
部
類
の
歌
に
属
す
る
所

か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
「
さ
か
り
」
は
所
謂
形
容
動
詞
の
語
幹
と
見
な
す
べ

き
で
あ
っ
て
、
具
象
的
一
般
体
言
と
は
お
の
づ
か
ら
区
別
さ
れ
て
ゐ
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。
万
葉
集
の
中
に
も
同
じ
様
な
形
容
凪
詞
の
語
幹
と
見
な
さ

れ
る
語
に
「
常
」
・
「
と
き
は
（
常
磐
）
」
・
「
（
心
）
空
」
・
「
久
」
・
「
た
ゞ
」
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五

「
は
し
（
端
）
」
・
「
神
が
ら
」
・
「
（
か
く
）
の
み
」
等
が
あ
る
が
、
こ
れ

の
陳
述
辞
は
「
な
り
」
で
あ
っ
て
、
「
ぞ
」
と
入
れ
換
へ
る
事
は
通
常
出
来

な
い
の
で
あ
る
。
状
態
的
意
味
の
強
い
体
言
、
即
ち
形
容
動
詞
の
語
幹
と
普

流
体
言
と
の
間
に
は
一
往
こ
の
様
な
形
式
上
の
区
別
か
あ
る
や
う
で
あ
る
。

上
代
の
指
定
表
現
の
主
役
で
あ
る
「
ぞ
」
・
「
な
り
」
は
一
見
同
じ
襟
な
立

場
に
お
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
発
生
過
程
よ
り
観
察
し
た
場
合
に

は
こ
の
様
な
相
違
の
あ
る
事
は
お
の
づ
か
ら
明
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
は
れ
る
。
後
肱
「
ぞ
」
が
訓
点
語
に
お
い
て
殊
に
訓
註
用
と
し
て
命
肱
を

保
ち
、
そ
れ
が
室
町
末
期
の
抄
物
に
至
る
ま
で
の
長
い
系
統
を
維
持
し
得
た

の
も
そ
の
対
話
性
（
教
授
口
調
）
と
、
具
象
化
し
て
概
念
づ
け
る
手
法
、
即

ち
廊
実
に
表
現
ず
る
学
間
上
の
必
然
性
に
帰
因
し
て
ゐ
る
も
の
と
思
ふ
。

註
以
上
―
―
一
及
ひ
四
に
述
べ
た
「
ぞ
」
と
「
な
り
」

3

比
較
に
つ
い
て
は

拙
稿
「
也
字
の
訓
に
つ
い
て
ー
『
ぞ
』
と
『
な
り
』

0

浩
長
1
」
（
国

語
学
会
東
京
昭
和
二
十
八
年
度
研
究
発
表
会
に
発
表
、
雑
誌
回
語
固
文

掲
載
予
定
）
を
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
4
で
は
終
止
形
に
接
続
す
る
助
動
詞
「
な
り
」
に
つ
い
て
拙
考
を
述
べ

よ
う
と
息
ふ
。

例
の
「
益
原
中
国
は
い
た
＜
佐
夜
去
帝
阿
理
那
理
」
や
、
「
秋
の
野
に
人
待

つ
虫
の
声
す
な
り
」
の
様
な
接
続
を
持
っ
た
「
な
り
」
が
江
戸
時
代
以
来
詠

歎
で
あ
る
と
云
は
れ
来
っ
た
の
に
対
し
て
、
松
尾
拾
次
郎
博
士
が
は
じ
め
て

推
定
・
伝
閻
の
意
義
で
あ
ら
う
と
提
案
さ
れ
て
か
ら
既
に
四
十
年
、
今
日
の

学
界
で
は
こ
の
説
が
ほ
ゞ
承
認
さ
れ
、
特
に
戦
後
は
よ
く
普
及
し
て
、
一
っ

(2) 
の
流
行
で
さ
へ
あ
る
事
は
両
知
の
所
で
あ
る
。

そ
も
／
＼
こ
の
「
な
り
」
．
の
楷
成
が
既
述
の
指
定
表
現
の
一
っ
と
し
て
発

生
す
る
な
ら
ば
、
何
故
に
「
ト
イ
プ
」
叉
は
「
ャ
ウ
灰
」
と
い
ふ
口
語
に
相

当
す
る
不
確
天
な
判
断
が
生
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
に
関
す
る
積
極
的

な
説
明
は
案
外
少
い
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
松
尾
博
士
の
論
説
が
主
と
し
て
用

例
よ
り
の
帰
紡
に
よ
る
意
義
つ
け
に
あ
る
為
で
も
あ
ら
う
が
、
そ
の
点
で
は

「
助
脱
詞
の
研
究
」
（
昭
一
八
）
に
見
え
る
「
べ
し
・
な
り
等
の
補
説
」

は
こ
の
稲
「
な
り
」
の
原
意
を
諒
い
て
ゐ
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
要
点

ま,
 

上
代
文
献
か
ら
は
「
な
り
」
が
明
か
に
述
体
形
を
承
接
し
た
と
見
ら

れ
る
例
が
絶
無
で
あ
っ
て
、
総
べ
て
終
士
形
承
接
で
あ
る
。

上
仇
の
こ
の
種
「
な
り
」
の
用
例
は
総
べ
て
音
轡
に
よ
る
推
定
に
帰

納
し
得
る
。

③
終
止
形
の
下
の
「
な
り
」
は
自
称
主
語
に
は
対
応
し
な
い
。

の
三
つ
の
や
う
で
あ
る
。
論
旨
周
密
で
あ
る
か
ら
、
い
づ
れ
も
承
認
さ
れ
得

る
事
夭
で
あ
ら
う
。

殊
に

mに
つ
い
て
は
本
稿
に
述
べ
来
っ
た
事
で
大
凡
そ
の
見
当
が
つ
く
の

で
は
な
か
ら
う
か
。
即
ち
上
伐
に
あ
っ
て
連
体
形
を
受
け
る
べ
き
可
能
性
は

「
な
り
」
よ
り
も
「
ぞ
」
の
方
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
な
り
」
は
一
般
に

そ
の
段
階
に
ま
で
造
ん
で
ゐ
な
か
っ
た
と
見
た
が
よ
い
や
う
で
あ
る
。

次
に
語
形
成
上
か
ら
「
に
」
が
連
体
形
を
承
接
す
る
の
は
所
謂
接
続
助
詞

で
あ
っ
て
、
山
田
閉
士
の
「
後
件
を
主
と
し
て
考
へ
た
る
時
の
共
存
前
提
を

示
す
『
に
』
」
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
例
へ
ば

此
団
見
洗
仁
仲
末
呂
rl
ヽ
唸
虚
辿
仁
悪
状
瓜
芍
が
（
二
八
）

人
も
ね
の
う
ら
ぶ
れ
を
る
に
（
宇
良
夫
礼
遠
智
爾
）
立
田
山
御
黒
近
づ
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か
ば
忘
ら
し
な
む
か
五
、
八
七
七

等
に
お
け
る
「
に
」
は
、
条
件
旬
を
受
け
る
為
、
そ
の
下
に
た
と
へ
存
在
動

詞
「
あ
り
」
が
続
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
決
し
て
融
合
は
起
き
な
い
は
づ
で
あ

る
。
寧
ろ
、
用
言
（
形
容
詞
だ
け
し
か
用
例
が
な
い
。
）
の
終
止
形
を
承
接

し
た
格
助
詞

過
所
な
し
に
（
過
所
奈
之
雨
）
関
飛
び
越
ゆ
る
ほ
と
4
ぎ
す
…
一
三
、
翌
器

慰
む
る
心
は
な
し
に
（
心
波
奈
之
爾
）
裏
隠
り
嗚
き
ゆ
く
烏
の
音
の
み

し
嗚
か
ゆ
五
、
八
九
八

及
び
山
田
博
士
の
所
謂
複
語
尾
「
む
」
の
原
形
を
受
け
た

帰
る
さ
に
妹
に
見
せ
む
に
（
何
散
流
散
溺
伊
苺
癖
見
勢
武
繭
）
わ
た
っ

み
の
沖
つ
白
玉
拾
ひ
て
行
か
な
一
五
、
三
六
一
四

何
せ
む
に
（
何
為
牟
爾
）
吾
を
召
す
ら
め
や
・
・
・
・
一
六
、
三
八
八
六

）
 
2
 

の
例
等
こ
そ
は
「
あ
り
」
と
の
結
合
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
こ
の

様
な
用
法
の
「
に
」
が
後
批
な
ら
ば
「
と
」
に
置
き
換
へ
ら
れ
る
こ
と
は
彼

の
象
徴
的
躙
詞
（
擬
音
語
）
に

さ
夜
更
け
て
妹
を
思
ひ
出
で
し
き
た
へ
の
枕
も
そ
よ
に
（
枕
毛
衣
世

二
）
嘆
き
つ
る
か
も
二
l

、
二
八
八
五

．．．． 
負
ひ
征
矢
の
そ
よ
と
嗚
る
ま
で
（
於
比
曾
箭
乃
曾
与
等
奈
流
麻

泥
i

)

嘆
き
っ
る
か
も

110、
四
三
九
八

の
如
く
「
に
」
と
「
と
」
が
両
用
し
て
あ
る
事
で
も
分
る
。
そ
の
「
と
」
が

終
止
彩
に
接
続
し
て
ゐ
る
事
実
も
叉
「
に
あ
り
」
・
「
な
り
」
の
終
止
彩
接

続
の
可
能
性
を
傍
証
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
か
く
考
ふ
れ
ば
、
こ

の
種
の
「
な
り
」
の
性
格
は
副
詞
的
修
飾
旬
を
形
成
す
る
も
の
、
即
ち
状
態

指
定
（
指
定
陳
述
の
事
物
指
定
に
対
す
る
。
）
の
「
な
り
」
で
あ
り
、
所
謂

形
容
動
詞
の
活
用
語
尾
「
な
り
」
に
近
い
も
の
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。

さ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
種
の
「
な
り
」
は
「
ぞ
」
を
以
て
置
き
換
へ
る
事
が

不
可
脂
で
あ
る
。
伺
と
な
れ
ば
終
止
形
を
承
接
す
る
「
ぞ
」
は
通
常
あ
り
得

な
い
事
明
白
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
a

今
泉
忌
義
博
土
は
国
語
発
達
史
大
要
の
中
で

終
止
す
る
文
を
受
け
そ
の
文
全
体
を
説
明
す
る
場
合
に
ほ
、
形
式
的
に

見
れ
ば
終
止
形
に
「
な
り
」
が
接
続
し
た
や
う
に
見
え
る
の
も
あ
っ
て
よ

い
筈
で
、
か
う
し
た
際
に
は
「
と
い
ふ
の
で
あ
る
」
の
意
か
ら
「
と
い

ふ
こ
と
で
あ
る
」
、
更
に
「
と
い
ふ
の
だ
さ
う
だ
」
・
「
と
い
ふ
や
う
だ
」

「
の
や
う
だ
」
・
「
で
あ
る
ら
し
い
」
の
意
が
当
然
次
第
に
派
生
し
て
よ

い
筈
で
あ
る
。
従
つ
て
終
止
形
に
接
続
す
る
「
な
り
」
と
想
像
の
助
動
詞

と
見
る
べ
き
場
合
が
起
こ
る
の
は
尤
も
な
の
で
あ
る
。
（
三
九
ぺ
）

と
述
べ
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
指
定
表
現
に
「
ト
イ
フ
」
と
い
ふ

語
が
自
然
挿
入
さ
れ
る
の
が
そ
の
主
因
の
如
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
然
し
こ
れ
だ

け
で
は
猶
釈
然
と
し
な
い
。

一
体
こ
の
様
な
指
定
表
現
を
現
代
文
に
な
ほ
し
て
見
る
と
、
例
へ
ば

り
彼
の
座
右
の
銘
は
「
よ
く
遊
び
よ
く
学
ぶ
」
だ
（
な
り
）
。

＠
彼
の
日
常
は
「
よ
く
遊
び
よ
く
学
ぶ
」
だ
（
な
り
）
。

の
二
つ
の
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
。
り
の
様
に
、
一
つ
の
文
（
引
用
旬
）
を
克

明
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
も
と
に
な
さ
れ
る
「
だ
」
（
「
で
あ
る
」
．

「
な
り
」
）
等
か
ら
は
、
決
し
て
推
定
・
伝
開
等
の
意
義
は
生
じ
な
い
筈
で

あ
る
。
然
る
に
、
＠
は
日
常
に
お
け
る
い
は
ば
模
範
生
の
状
態
を
表
現
し
よ

う
と
す
る
意
図
の
も
と
に
な
さ
れ
る
「
だ
」
で
あ
っ
て
、
提
示
さ
れ
た
文
又

は
別
用
旬
そ
の
も
の
に
対
す
る
正
確
さ
は
要
求
さ
れ
な
い
。
こ
4
に
始
め
て

「
ト
イ
フ
」
の
如
き
曖
昧
性
が
介
入
す
る
余
地
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
。
＇

即
ち
回
の
場
合
こ
そ
推
定
・
伝
聞
に
し
て
状
態
指
定
の
表
現
で
あ
る
。
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も
つ
と
卑
近
な
例
を
挙
げ
る
と
、
人
が
鼻
歌
を
口
ず
さ
む
際
に
、
例
へ
ば

「
月
が
出
た
出
た
月
が
出
た
」
月
。

と
「
と
」
を
無
意
識
の
中
に
歌
詞
の
末
尾
に
つ
け
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ほ

西
日
本
で
は
往
々
「
か
」
に
よ
つ
て
置
き
換
へ
ら
れ
る
か
ら
、
間
投
助
詞
と

も
見
ら
れ
る
が
、
東
日
本
で
は
「
だ
」
に
置
き
換
へ
ら
れ
る
の
で
、
状
態
指

定
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
即
ち
自
己
の
状
態
又
は
気
分
を
歌
謡
（
内
容
的
に

は
さ
し
て
関
係
が
な
い
。
）
に
よ
っ
て
表
現
し
て
ゐ
る
も
の
と
も
苓
へ
ら
れ

る
。
つ
ま
り
「

．．．． 
と
（
い
ふ
状
態
だ
）
」
・
「
：
・
`
（
と
い
ふ
状
態
）
か
」

・
「
：
・
・
（
と
い
ふ
状
態
）
だ
」
と
陳
述
し
て
ゐ
る
形
で
あ
ら
う
。

然
る
に
一
方
、
万
葉
の
用
字
法
で
は
仮
名
書
き
以
外
に
、
体
言
指
定
の

「
な
り
」
に
は
「
有
」
・
「
在
」
字
表
記
が
あ
っ
て
、
例
へ
ば

い
き
の
緒
に
わ
が
い
き
づ
き
し
妹
す
ら
を
人
妻
な
り
と
（
人
妻
有
跡
）

聞
け
ば
悲
し
も
―
二
、

111
―
―
五

三
島
菅
い
ま
だ
苗
な
り
（
末
苗
在
）
時
ま
た
ば
著
ず
や
な
り
な
む
一
1

一島

菅
笠
―
一
、
二
八
三
六

の
如
き
で
あ
る
が
、
終
止
形
承
接
の
「
な
り
」
に
は
右
の
様
な
表
記
は
皆
無

で
、
そ
の
殆
ど
が

我
が
背
子
が
古
家
の
里
の
明
日
香
に
は
千
鳥
嗚
く
な
り
（
乳
烏
嗚
成
）

君
待
ち
か
ね
て
―
―
-
、
二
六
八

の
如
き
「
成
」
字
、
更
に

小
夜
更
け
て
堀
江
漕
ぐ
な
る
（
穿
江
水
手
鳴
）
扱
浦
船
梶
の
音
高
し
水

尾
早
み
か
も
七
、
一
一
四
一
―
―

の
「
嗚
」
字
が
た
ゞ
一
例
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
事
は
当
時
に
あ
っ
て
既

に
こ
の
種
の
「
な
り
」
に
対
し
て
は
意
義
、
用
法
上
の
区
別
が
意
識
さ
れ
て

ゐ
た
事
を
想
像
さ
せ
る
。
即
ち
存
在
の
意
義
か
ら
離
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
点
で

計；
5) 4) 3) 2) 1) 

は
、
直
接
体
言
を
指
定
す
る
「
な
り
」
よ
り
は
発
生
（
形
成
）
が
案
外
古
い

の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
種
「
な
り
」
が
早
く
か

ら
「
に
あ
り
」
か
ら
の
融
合
を
完
了
し
て
、
上
代
の
文
献
で
は
「
に
あ
り
」

の
ま
4
の
用
例
が
見
当
ら
な
い
事
と
符
合
す
る
の
で
は
な
い
か
。

1

1

一
矢
軍
松
博
土
・
山
田
博
士
等
が
こ
の
種
「
な
り
」
を
「
指
定
の
変
化
しD
 

3
 

た
も
の
」
・
「
説
明
存
在
詞
の
『
な
り
』
に
し
て
異
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
」

等
と
云
は
れ
た
の
に
対
し
松
尾
博
士
は
「
両
者
（
春
日
云
ふ
、
推
定
・
伝
聞

ノヽ5
 

及
び
指
定
の
「
な
り
」
）
同
一
で
な
い
や
う
に
認
め
ら
れ
る
」
と
こ
れ
を
否

定
し
て
を
ら
れ
る
が
、
つ
ま
り
は
状
態
指
定
の
表
現
様
式
か
ら
起
こ
っ
て
ゐ

る
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
即
ち
動
作
陳
述
を
状
態
陳
述
に
変
換
す
る

「
な
り
」
で
あ
っ
て
、
「
：
：
す
る
と
い
ふ
状
態
で
あ
る
」
の
意
昧
か
ら
発

生
し
、
こ
れ
に
視
覚
よ
り
も
間
接
的
な
聰
覚
の
情
結
的
表
現
が
詰
び
付
い
た

も
の
と
考
へ
た
い
。
「
音
す
な
り
」
の
如
き
表
現
ほ
実
際
に
音
響
に
聴
覚
が

感
応
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
音
が
す
る
や
う
だ
」
と
推
定
に
と
る
と

ゃ
4
行
き
過
ぎ
の
感
を
懐
か
せ
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
要
す

る
に
こ
れ
は
状
態
を
抽
象
的
に
表
現
す
る
単
語
（
語
彙
）
が
完
術
し
な
い
時

代
に
お
け
る
状
態
指
定
の
一
様
式
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
詳
し
く
は
別
稿
に

腕

る

こ

と

と

す

る

。

（

一

九

五

四

・
1
0
・
1―
―
―
)

山
田
孝
雄
著

奈
良
朝
文
法
史
ニ
ノ
四
、
三
七
―
―
一
ぺ
参
照

奈
良
朝
文
法
史
ニ
ノ
四
‘
-
＝
二
八
べ
参
照

三
矢
重
桧
著
高
等
日
本
文
法
ニ
―
―
―
―
―
ぺ
参
照

山
田
孝
雄
著

H
本
文
法
学
概
論
六
五
―
―
ぺ
参
照

松
尾
捨
次
郎
著
國
語
数
学
の
体
験
一
七
八
ぺ
参
照
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